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①小中一貫教育の課題

■ 小中の教職員間での打合わせ時間の確保

■ 小中合同の研修時間の確保

■ 児童生徒間の交流を図る際の移動手段・移動時間の確保

■ 教職員の負担感・多忙感の解消

文部科学省「小中一貫教育等の実態調査」結果では、小中一貫教育
の課題として次の4点が現場の教職員の声として多くあげられていま
す。



②小中一貫教育の導入・推進の課題

※「第６回寒川町立小・中学校適正化等検討委員会資料（屋敷副委員長作成資料）」より抜粋

小中一貫教育の導入・推進にあたっては、上記のとおり、「導入目的の明確
化」や、「目標設定」、「推進の条件」が重要であることから、教育委員会の主
導のもと、各校に対する十分なバックアップをしていくことが不可欠です。



③小中一貫教育の取り組み段階

※「第６回寒川町立小・中学校適正化等検討委員会資料（屋敷副委員長作成資料）」より抜粋

小中一貫教育の導入にあたっては、教育現場を担う教職員の十分な理解と納得
感が不可欠であり、拙速な導入とならないよう、導入までの各取組段階とその内
容を明確にすることが重要です。



④カリキュラム作成例と学年段階の区分

小中一貫教育を行う9年間を学年段階で認識の共有をしている一例

※「第６回寒川町立小・中学校適正化等検討委員会資料（屋敷副委員長作成資料）」より抜粋


